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1. 研究目的 
 私の家庭では農作物の栽培を積極的に行ってい
る。その中で、得られた農作物の価値は栽培するた
めにかかった費用と比べて得をしているのか、損を
しているのかを知りたくなった。そこで、農林水産
省が提供する青果物市況情報から野菜の市場価格を
取得し、肥料や苗、農具等にかかる費用との差をと
って簡易的に農業所得を算出するシステムを構築し
た。また、その結果を分析して利益率を上げる方法
を提案することを目指した。本システムは類似サー
ビスと比較すると、所得計算や収穫記録機能を兼ね
備え、価格動向も把握ができる点が強みである。 
 
2. システム概要 
図 1は本システムの構成である。ログインすると

トップページから収入情報入力・支出情報入力・青
果物市況情報のページへ遷移できる。 

 
図 1 システムの構成 

トップページは図 2 のようになっており、今まで
に収穫した野菜一覧や農業所得計算の内訳が表示さ
れている。ここでは、収穫した野菜のデータを収入
情報、農具等の費用のデータを支出情報とし、その
差を利益として算出している。 

 
図 2 トップページ 

3. 青果物市況情報の取得 
図 3は青果物市況情報が記されている CSVファ

イルのデータを一部抜粋したものである。SQL文
によりファイルのインポートを行い、取得したデー
タは収入情報入力にも利用している。 

 
図 3 CSVファイルのデータ 

農林水産省の公式ページからファイルをダウンロ
ードし、図 4左上の「csv更新」のボタンを押下す
ることで最新の情報を閲覧できる。また、野菜はそ
れぞれ階級(サイズ)が異なるため、S, M, L, LL等の
サイズ別の価格の目安と照らし合わせて 1つあたり
の重さや価格を算出した。加えて、価格動向を表示
することにより、農業所得の向上に繋げられると考
えた。 

 
図 4 青果物市況情報ページ 

 
4. 感想と今後の課題 
本来の目的であった簡易的な農業所得の計算を達

成できたことには満足している。しかしながら、
CSV ファイルのインポートの自動化や、冗長なコー
ドの簡素化、ジャンルを果物にも広げることなどが
課題として挙げられるため、改善の余地が多大にあ
ると感じた。 


